
　
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
所
長
・

羽
田
邦
弘
氏
）
で
は
、県
内
の
小
・
中
学
校
、

高
校
の
教
師
の
指
導
力
向
上
を
目
指
し
た

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
が
、

教
育
課
程
担
当
や
情
報
教
育
推
進
担
当
と

い
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
各
部
署
が
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
２
年
間
を
か
け
て
行
う
調
査

研
究
事
業
だ
。
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
小
・
中
・
高
の
教
師
が
研
究
協
力
委

員
と
な
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
指
導
主
事
と

協
働
し
な
が
ら
、
調
査
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
古
川
治
夫
副

所
長
は
述
べ
る
。

　「
指
導
主
事
は
、
現
場
の
課
題
を
よ
く

理
解
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
的
な
研

修
等
に
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
先
進
的
な
事
例
に
出
合
う
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
主
事
が
研
究

協
力
委
員
と
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
質
の
高

い
調
査
研
究
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
教
育
課
程
担
当
の
調
査
研
究
を
見
て
い

く
。
２
０
１
８
年
度
か
ら
は
、「
新
し
い
時

代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
育
む
た

め
の
、『
目
標
、
内
容
、
指
導
、
評
価
』
の

一
体
化
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
（
図
１
）。
取
り
組
み
を
始
め

る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
科
ご
と
の
部
会
を

小
・
中
学
校
合
同
で
10
、
高
校
で
７
つ
設

置
し
、
各
部
会
に
所
属
す
る
研
究
協
力
委

員
を
委
嘱
し
た
。
テ
ー
マ
設
定
に
込
め
た

思
い
を
、
教
育
課
程
担
当
の
篠
田
俊
文
指

導
主
事
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
小
・
中
・
高
の
次
期
学
習
指
導
要
領
で

は
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
や
学
び

に
向
か
う
力
と
い
っ
た
多
様
な
資
質
・
能

力
の
育
成
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
次
期
学
習
指
導
要
領
が
全
面
実

施
さ
れ
る
20
年
度
ま
で
に
、
そ
れ
ら
の
資

質
・
能
力
を
適
切
に
育
成
す
る
指
導
や
評

価
の
方
法
を
確
立
し
、
現
場
の
指
導
改
善

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
１
年
目
で
あ
る
18
年
度
に
は
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
の
育
成
と
評
価
を
重
視

次期学習指導要領に向けた埼玉県の取り組み

多様な資質・能力の育成を目指す
指導と評価の確立に

小・中・高合同で取り組む
２０２０年度に小学校、２１年度に中学校、２２年度に高校の次期学習指導要領が

実施される（高校は年次進行）。小・中・高で一貫している点の１つが、
思考力・判断力・表現力や学びに向かう力といった資質・能力の育成だ。埼玉県立総合教育センターでは、
多様な資質・能力の育成を目指す指導と評価の確立に向けて、小・中・高合同の調査研究を推進している。

調査研究の概要と、その成果を反映させた同県立鴻
こう

巣
のす

女子高校の実践事例を見ていく。

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

育
成
を
目
指
し
た
指
導
改
善

指
導
主
事
と
現
場
の
教
師
の
協
働
に
よ
り
、

先
進
的
な
調
査
研
究
を
行
う
体
制
を
整
備

調
査
研
究
事
業
の
概
要
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し
、
研
究
協
力
委
員
は
自
校
で
の
指
導
計

画
を
練
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
を
評
価
す
る
た
め
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
を
目
指
し
た
。
各
部
会
で
は
年
５
〜

６
回
の
研
究
会
を
設
け
、
進
捗
状
況
や
取

り
組
み
の
工
夫
、
課
題
な
ど
を
共
有
し
、

相
談
し
合
う
機
会
と
し
た
。
教
育
課
程
担

当
の
贄に

え

田だ

悠ゆ
う

指
導
主
事
は
、
こ
う
話
す
。

　「
研
究
会
で
は
、
児
童
・
生
徒
に
ど
の
よ

う
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

の
か
と
い
っ
た
根
本
的
な
議
論
か
ら
始
ま

り
、
指
導
や
評
価
の
具
体
的
な
方
法
の
検

討
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
研
究
協
力
委

員
は
、
互
い
の
実
践
に
つ
い
て
議
論
を
す

る
中
で
刺
激
を
受
け
、
自
校
で
の
調
査
研

究
の
工
夫
に
つ
な
げ
て
い
ま
し
た
」

　
２
年
目
と
な
る
19
年
度
に
は
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
に
加
え
、
知
識
・
技
能
、

学
び
に
向
か
う
力
な
ど
を
総
合
的
に
育
成

す
る
指
導
や
評
価
の
方
法
の
確
立
を
重
点

目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

　「
可
視
化
し
に
く
い
資
質
・
能
力
を
育
成
・

評
価
す
る
た
め
に
は
、
児
童
・
生
徒
に
外

化
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の

育
成
・
評
価
の
研
究
を
通
じ
て
得
た
18
年

度
の
成
果
を
生
か
し
、外
化
（
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
）
の
方
法
や
機
会
を
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
篠
田
指
導
主
事
）

　
そ
う
し
た
目
標
を
研
究
協
力
委
員
間
で

共
有
し
、
研
究
の
目
線
合
わ
せ
を
図
る
た

め
、
19
年
５
月
に
全
部
会
合
同
の
第
１
回

研
究
会
を
同
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
。
最

初
に
、
篠
田
指
導
主
事
が
19
年
度
の
調
査

研
究
の
ね
ら
い
を
改
め
て
説
明
し
た
後
、

特
別
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
桐
蔭
学
園
の

溝
上
慎
一
理
事
長
が
基
調
講
演
を
行
っ
た

（
写
真
）。
溝
上
理
事
長
は
、
科
学
技
術
の

発
展
な
ど
に
伴
っ
て
急
速
に
変
化
し
て
い

る
現
代
社
会
で
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
、
挑
戦
を
続
け
る
こ
と
が
大
切
に
な
る

と
強
調
。
そ
の
た
め
に
不
可
欠
な
資
質
・

能
力
の
１
つ
と
し
て
、
学
び
に
向
か
う
力

を
挙
げ
た
。
基
調
講
演
後
は
各
部
会
に
分

か
れ
、
18
年
度
の
調
査
研
究
の
振
り
返
り

と
19
年
度
の
実
行
計
画
の
立
案
を
行
っ
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
山や

ま

﨑ざ
き

正
義
教
育
主
幹
は
、

調
査
研
究
事
業
の
展
望
を
こ
う
語
る
。

　「
研
究
協
力
委
員
は
、
本
セ
ン
タ
ー
で
の

調
査
研
究
の
成
果
を
自
校
で
の
指
導
改
善

に
生
か
し
て
い
ま
す
。
研
究
協
力
委
員
の

実
践
が
原
動
力
と
な
り
、
全
校
体
制
で
の

指
導
改
善
に
つ
な
が
る
学
校
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
学
校
を
増
や
す
こ

と
で
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を
県
内
全
校

へ
浸
透
さ
せ
、
よ
り
よ
い
教
育
を
実
現
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

◎目的・目標
（１）児童・生徒の資質・能力の育成に向け、次期学習指
導要領の方向性を十分に踏まえながら、「目標、内容、指
導、評価」を一体化させた実践を目指す。
（２）研究会などを通して、同センターの指導主事と研究
協力委員が、国や県の最新の動向や研究協力委員の勤
務校（研究協力校）の課題などを共有し、協働しながら、
研究協力校の課題解決を目指す。
（３）同調査研究で得られた成果や知見を県全域・全国へ
と発信し、教育改革の一翼を担う。

◎実施計画
•期間　２０１８〜１９年度の２年間。
•研究協力委員の委嘱　同センターが、指導改善などに
意欲的に取り組んでいる教師６１人（小・中・高合計）に
研究協力委員を委嘱。

◎部会の構成
•小・中学校の１０部会　①国語／②社会／③算数・数学
／④理科／⑤音楽／⑥図画工作・美術／⑦技術・家庭／
⑧体育・保健体育／⑨外国語活動・外国語／⑩道徳
※各部会には、小・中の研究協力委員２人ずつと指導主事１人の計５
人が所属。

•高校の７部会　①国語／②地理歴史・公民／③数学／
④理科／⑤保健体育／⑥外国語／⑦家庭
※各部会には、研究協力委員３人と指導主事１人の計４人が所属。

図１ 教育課程担当の調査研究の概要
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指
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主
事
（
高
校
・
数
学
科
）

篠
田
俊
文
　し
の
だ
・
と
し
ふ
み

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
主
幹
・
主
任
指
導
主
事

山
﨑
正
義
　や
ま
ざ
き
・
ま
さ
よ
し

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

副
所
長

古
川
治
夫
　ふ
る
か
わ
・
は
る
お

埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

指
導
主
事
（
中
学
校
・
外
国
語
科
）

贄
田

　悠
　に
え
だ
・
ゆ
う

＊埼玉県立総合教育センターの資料を基に編集部で作成。

写真　溝上理事長による基調講演では、主体的・
対話的で深い学びの重要性も述べられた。その視
点を取り入れた指導改善を推進するポイントの１つ
として、管理職のリーダーシップが挙げられた。

19
年
度
の
目
標
を
共
有
す
べ
く
、

全
部
会
合
同
の
研
究
会
を
実
施
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埼
玉
県
立
鴻こ

う

巣の
す

女
子
高
校
は
、
普
通
科
・

家
政
科
学
科
・
保
育
科
か
ら
成
る
学
校
だ
。

生
徒
の
多
様
な
希
望
進
路
を
実
現
で
き
る

よ
う
、
全
校
を
挙
げ
て
教
科
指
導
の
改
善

な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

数
学
科
の
東と

う

條じ
ょ
う

滋し
げ
る

先
生
が
、
18
年
度
、
埼

玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
課
程
担

当
の
調
査
研
究
の
研
究
協
力
委
員
と
な
り
、

数
学
に
お
け
る
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
を
測
る
た
め
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に
取
り
組
ん
だ
。

　
18
年
度
の
高
校
の
数
学
部
会
で
は
、フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
で
あ
る
篠
田
指
導
主
事
と

研
究
協
力
委
員
全
員
が
集
ま
る
研
究
会
で

の
合
議
に
よ
り
、
２
つ
の
方
針
を
打
ち
出

し
た
。
１
つ
め
の
方
針
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価

を
行
う
学
年
や
単
元
は
、
研
究
協
力
委
員

が
自
校
の
現
状
や
課
題
に
応
じ
て
自
由
に

決
め
る
こ
と
。
東
條
先
生
は
、
保
育
科
の

３
年
生
が
２
学
期
に
学
習
す
る
「
数
学
Ⅰ
」

の
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
を
選
ん
だ
。

　「
本
校
の
保
育
科
の
３
年
生
は
、『
数
学

Ⅰ
』で『
デ
ー
タ
の
分
析
』を
学
ぶ
時
期
に
、

近
隣
の
幼
稚
園
で
『
保
育
実
習
』
を
行
い

ま
す
。そ
こ
で
、実
習
先
か
ら
園
児
の
身
長
・

体
重
の
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
そ

れ
ら
を
用
い
て
標
準
偏
差
や
相
関
係
数
を

求
め
る
活
動
を
授
業
に
取
り
入
れ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
自
分
が
交
流
し
た
園
児
の

デ
ー
タ
で
あ
れ
ば
、
生
徒
の
学
習
意
欲
は

大
き
く
高
ま
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
態
に

し
た
後
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り

組
ま
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」（
東
條
先
生
）

　
２
つ
め
の
方
針
は
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、
改
善
し
、
評
価
の

妥
当
性
と
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
。
そ
れ

に
は
、
そ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
誰
が
用
い

て
も
同
じ
評
価
結
果
に
な
る
よ
う
、
評
価

の
尺
度
や
基
準
が
客
観
的
で
適
正
な
も
の

に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
証
す
る「
モ

デ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が
欠
か
せ
な
い
。そ
こ
で
、

各
校
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施
し

た
後
、
研
究
会
で
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
に
し
た
。

　
東
條
先
生
は
、
研
究
会
を
通
じ
て
、
思

考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
を
客
観
的
に
測

る
た
め
の
課
題
や
評
価
の
尺
度
、
基
準
を

検
討
し
な
が
ら
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題

と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
練
り
上
げ
て
い
っ
た
。

　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
基
礎
的
な

用
語
の
意
味
を
説
明
さ
せ
る
問
題
か
ら
、

既
習
内
容
を
組
み
合
わ
せ
て
考
え
た
り
、

図２ 数学科のパフォーマンス課題（上）とルーブリック（ともに抜粋）

埼
玉
県
立
鴻こ

う

巣の
す

女
子
高
校

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で

生
徒
の
実
態
把
握
を
強
化
し
、指
導
改
善
を
推
進

実
践
事
例

保
育
科
の
実
習
を
生
か
し
、

生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

研
究
会
で
の
議
論
の
中
で

改
善
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

＊学校資料を基に編集部が一部改編。数学科のパフォーマンス課題とルーブリックの全体は、ベネッセ教育総合研究
所のウェブサイト（https://berd.benesse.jp）からダウンロードできます。「ＨＯＭＥ→教育情報→高校向け」でご覧く
ださい。

問４は、考えの根
拠を述べさせる問
題。分散や標準偏
差といった既習内
容を活用し、論理
的な説明ができる
かどうかを測るた
めに出題した。

「数学的概念」
「数学的モデ
ル化」「数学
的な技能（表
現・処理）」「数
学的コミュニ
ケーション」
「数学観」の
５つの観点を、
０〜３の４段
階 で 評 価 す
る。
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考
え
の
根
拠
を
述
べ
さ
せ
た
り
す
る
問
題

へ
と
段
階
的
な
構
成
と
し
（
図
２
の
上
）、

「
デ
ー
タ
の
分
析
」
を
出
題
し
た
２
学
期
の

定
期
考
査
の
答
案
を
返
却
し
た
後
の
授
業

で
実
施
し
た
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
は
、
知
識
・

技
能
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
活

用
で
き
る
か
ど
う
か
を
測
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
生
徒
が
学
習
内
容
を
覚
え
て
い
る
時

期
に
行
い
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
が
前
向
き
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
結
果
は
成
績
に
反

映
さ
せ
る
と
伝
え
ま
し
た
」（
東
條
先
生
）

　
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
東
條
先
生
を

含
む
研
究
協
力
委
員
と
篠
田
指
導
主
事
が
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
生
徒
の
答
案
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
採
点
。
採
点

結
果
に
ば
ら
つ
き
が
出
た
り
、
評
価
基
準

の
解
釈
に
食
い
違
い
が
あ
っ
た
り
す
れ
ば
、

そ
の
原
因
を
議
論
し
、
全
員
の
採
点
結
果

が
同
じ
に
な
る
よ
う
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

改
善
点
を
挙
げ
て
い
っ
た
。

　「
研
究
会
で
の
議
論
を
通
し
て
、
評
価
基

準
が
分
か
り
に
く
い
と
い
う
課
題
が
出
て

き
ま
し
た
。
生
徒
の
状
態
を
正
確
に
書
こ

う
と
思
う
あ
ま
り
、
私
は
評
価
基
準
を
詳

細
に
書
き
過
ぎ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
簡

潔
な
説
明
に
な
る
よ
う
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

改
善
し
ま
し
た（
図
２
の
下
）」（
東
條
先
生
）

　
同
校
に
お
け
る
18
年
度
の
調
査
研
究
の

成
果
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
や
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
の
実
施
を
通
し
て
、

生
徒
の
実
態
を
よ
り
適
切
に
把
握
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
例
え
ば
、
定
期

考
査
で
の
得
点
は
高
く
な
く
て
も
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
で
は
高
得
点
を
上
げ

る
生
徒
が
多
く
、
知
識
・
技
能
を
中
心
に

測
る
試
験
で
は
見
え
に
く
か
っ
た
生
徒
の

強
み
に
気
づ
け
た
と
、
東
條
先
生
は
話
す
。

　「
モ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
際
、
部
会
の
全
員

が
満
点
と
評
価
し
た
生
徒
が
１
人
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
成
績
上
位
層
の
生
徒
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
生
徒
の
答
案

は
記
述
量
が
多
く
、
記
述
に
論
理
的
な
整

合
性
も
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
数
学
へ
の

興
味
・
関
心
の
高
さ
や
学
習
内
容
へ
の
本

質
的
な
理
解
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
」

　
一
方
、
自
分
の
考
え
を
思
う
よ
う
に
述

べ
ら
れ
な
い
生
徒
も
お
り
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
に
課
題
が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
た
め
、

東
條
先
生
は
19
年
度
の
授
業
で
、
学
び
合

い
な
ど
、
生
徒
が
自
分
の
考
え
を
他
者
に

伝
え
る
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
今
後
は
、
18
年
度
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
。
例
え
ば
、
前
述
し

た
保
育
科
で
の
「
数
学
Ⅰ
」
の
「
デ
ー
タ

の
分
析
」
と
「
保
育
実
習
」
と
の
連
携
や
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
よ
る
評
価
の
実
施
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
保
育
科
の
他
教
科
・
科
目
と
の
連
携

も
強
化
し
よ
う
と
計
画
中
だ
。
保
育
科
長

の
須
田
敦
子
先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
保
育
科
の
専
門
教
科
・
科
目
で
は
、
子

ど
も
の
発
達
を
数
値
と
し
て
捉
え
る
機
会

は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、『
数
学
Ⅰ
』
の
『
デ
ー
タ
の
分
析
』

で
の
学
習
内
容
を
生
か
し
、『
保
育
実
習
』

の
振
り
返
り
な
ど
で
子
ど
も
の
発
達
を
数

値
の
面
か
ら
考
察
す
る
活
動
を
行
え
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、普
通
科
の
１
学
年
で
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る
評

価
を
実
施
す
る
予
定
だ
。
資
質
・
能
力
の

３
つ
の
柱
を
総
合
的
に
測
る
と
い
う
19
年

度
の
調
査
研
究
の
重
点
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
を
実
施

す
る
単
元
の
選
定
を
進
め
て
い
る
。

　
亀
山
典の

り

幸ゆ
き

校
長
は
、
今
後
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
語
る
。

　「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
や
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
見
え
に
く
い
資

質
・
能
力
を
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
東
條
先
生
が
取

り
組
ん
で
い
る
調
査
研
究
は
、
本
校
の
教

育
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
原
動

力
に
な
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
そ
の
成

果
を
全
校
で
共
有
し
、
教
師
一
人
ひ
と
り

が
授
業
改
善
で
き
る
よ
う
、
校
内
研
修
な

ど
を
さ
ら
に
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

数
学
科
・
２
学
年
担
任
／

数
学
部
会
研
究
協
力
委
員

東
條

　滋
　と
う
じ
ょ
う
・
し
げ
る

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５

年
目
。

保
育
科
長
・
２
学
年
主
任

須
田
敦
子
　す
だ
・
あ
つ
こ

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
16

年
目
。

校
長亀山

典
幸
　か
め
や
ま
・
の
り
ゆ
き

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２

年
目
。

埼
玉
県
立
鴻
巣
女
子
高
校

◎
目
指
す
学
校
像
に
「
自
立
し
た
女
性
の
育
成
」「
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
を
掲
げ
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
学
力
向
上
対
策
や
自
己
実
現
へ
の
支
援
を
充
実

さ
せ
て
い
る
。

◎
設
立
　
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
家
政
科
学
科
・
保
育

科
／
女
子
校

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
９
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
浦
和
大
、

十
文
字
学
園
女
子
大
、
実
践
女
子
大
、
大
東
文
化
大

な
ど
に
延
べ
21
人
が
合
格
。
短
大
、
専
門
学
校
進
学

99
人
。
就
職
37
人
。

◎U
RL

　http://w
w

w
.koujo-h.spec.ed.jp/

次期学習指導要領に向けた埼玉県の取り組み

多
面
的
・
総
合
的
評
価
を

全
校
体
制
で
推
進
し
て
い
き
た
い
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